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はじめに

長崎市が掲げる「個性輝く世界都市」「希望あふれる人間都市」という都市像は、私たちが進むべき方向を示すも
のであり、市民ニーズや社会の変化に応じ、より良い状態を求めて進化し続ける都市の姿です。

現在、世界経済においては、保護主義の拡大など不確実な状況が続いており、国内においても、人口減少による
経済の縮小や各種産業の担い手不足、原油の価格上昇や円安等による物価高騰など様々な問題が深刻化してい
ます。

一方、長崎のまちにおいては、長崎駅周辺再整備の推進や長崎スタジアムシティの開業など、100年に一度といわ
れるまちの変革が進むなか、新たな賑わいや活気が生まれています。
このようなまちの変化は、市民や企業の行動に好影響を与え、消費の活性化や企業投資、雇用の創出などにつな
がり、地域経済にもプラスに働いています。
また、長崎市の重点プロジェクトにおいては、企業の誘致や、事業者の人材確保、職場環境改善を図るとともに、
造船や洋上風力など長崎の強みを活かす成長分野への支援を強化し、地域経済の安定的な成長基盤の構築に努
め、併せて、経済再生と両輪を成す少子化対策にも積極的に取り組んできました。

こうした中、長崎市の人口における社会動態にも改善の動きが見られます。

このような動きをチャンスととらえ、経済活性化に繋げるという認識のもと策定した本戦略では、めざすべき姿である
「人や企業が成長と豊かさを実感できる活力あるまち」の実現に向け、特に重点的に取り組むテーマや施策を取りま
とめています。このめざすべき姿を実現することは、 「世界都市」「人間都市」へ向けた一歩であり、長崎市が全庁一
丸となり、また、行政だけでなく、経済に関する団体や大学などさまざまな主体が連携し、オール長崎で取組を進め
ることが不可欠ですので、皆様には一層のご協力を賜りますようお願いいたします。

結びに、本戦略の策定にあたり、重要なご意見とご提言をいただいた長崎市経済活性化審議会の皆様をはじめ
皆様をはじめ、アンケート等にご協力いただいた皆様に厚くお礼申し上げます。

令和８年３月

長崎市長 鈴木 史朗
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